
令和2年度第２回湖⻄市⼦ども・⼦育て会議（書⾯）の意⾒について
────────────────────────────────────────
１ 意⾒受付の状況
 (1) 意⾒の募集期間  令和３年２⽉８⽇（⽉）〜令和３年２⽉19⽇（⾦）
            （１２⽇間）
 (2) 意⾒の提出者数  １⼈（男性 １⼈、⼥性 ０⼈）
 (3) 意⾒の件数    ６件
 (4) 提出⽅法の内訳  

⽅法 郵送 ＦＡＸ 電⼦メール 持参 電話 合計

⼈数 0 ０ 1 0 0 １

２ 意⾒の内容と市の考え⽅
意⾒
番号

意⾒の概要 意⾒に対する市の考え⽅

1-1 議題1
 定員の妥当性が判
断出来ないので説明
して頂きたい。
 例えば、1歳児の
3号定員は12⼈と
なっています、13
⼈ではダメでしょう
か？

定員は、⾯積基準と配置基準、そして次学年以降との
接続⼈数等を総合的に判断して設定しています。
１歳児を例として説明します。
⾯積基準としては、１歳児と０歳児は合同クラスとし
て部屋を共有しており、有効⾯積は91.53㎡ですの
で、１⼈当たり3.3㎡を基準とすると、計算上は27⼈
を収容することができます。
次に、配置基準として、０歳児は１：３、１歳児は
１：６の基準ですので最も効率的な⼈員配置は12
⼈、18⼈といった６の倍数ということになります。
また、北園舎はこれまでの幼稚園の基準で建築されて
いることから、幼児（３・４・５歳児）クラスが⼤変
⼿狭であり、１クラスあたり20〜21⼈の有効⾯積し
かなく、保育園部の定員を各学年20⼈しか⽤意できな
いということ、また、乳児クラスのある南園舎の建設
により運動場がかなり狭くなったこと等を総合的に判
断したということになります。
このため⾯積基準・配置基準はすべて満たされている
ので、１歳児定員を13⼈とすることは可能ではありま
すが、この場合には、保育教諭の採⽤について増員を
検討する必要がでてきます。
怪我なく、事故なく、ゆとりある保育をしていくた
め、岡崎幼稚園の定員については資料のとおりとする
ことを、現在の第２期湖⻄市⼦ども・⼦育て⽀援事業
計画でも量の⾒込みとして定めているところです。
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1-2 議題1
 1号定員に余裕が
ある場合、状況に応
じて2，3号定員を
増やすことは可能で
しょうか？

１号の定員枠を２・３号の定員とすることは考えてい
ません。これは、湖⻄市の幼児教育は⾏政が担保する
という考え⽅のもと、幼稚園⼊園を希望する児童の受
け皿を確実に確保する必要があるためです。
なお、⾯積基準・配置基準を満たしたうえで定員の
120％までの保育を可能とする『弾⼒運⽤』が法令上
は認められています。定員は資料のとおり設定します
が、申込み状況や⺠間園の⼊所の状況などを総合的に
判断して公⽴園の受⼊れは⾏っていきます。

1-3 議題1
 家庭環境変化によ
り就労する必要が⽣
じた場合、幼稚園部
→保育園部への認定
変更可と考えてよ
かったですか？
 仮に保育園部の定
員等により認定変更
できない場合、幼稚
園部だと延⻑保育を
利⽤し1⽇上限
450円を⽀払う必要
があるので不公平感
があります。
 どう調整するお考
えでしょうか？
 ※保育園部の3歳
児以上は無料と考え
ての質問ですが、間
違っていたらすみま
せん。

幼稚園部から保育部に単に認定変更するという考え⽅
は基本的にはありません。
保育園部への⼊園は、保育園の利⽤を希望・申請する
児童のうち、最も保育の必要性の⾼い児童から⼊所を
決定する「⼊所調整会」によって決定するためです。
結果として、同⼀こども園の幼稚園部から保育部に変
更できる場合もあるかとは思いますが、あくまで結果
ということになります。
なお、保育部から幼稚園部への変更は特に制限がない
ため、希望・申請により⽉初をもって変更が可能にな
ります。

また、幼稚園部の⼀時預かり事業と保育部の延⻑保育
事業は、⾒た目上は非常に似ており、混乱を招きやす
いのですが、根本的に別事業ということになります。
幼稚園部の開園⽇⼀時預かりは、１時間250円の保護
者負担のところ、申請により保育の必要性を認定され
た場合、１⽇当たり450円までが無償化の対象となり
ます。このため、教育時間は通常14：30に終了しま
すので、１時間利⽤だと無償、２時間利⽤だと50円、
最⻑17：30までの３時間利⽤で300円の保護者負担
となります。
これは、ご指摘のとおり、幼児教育・保育の無償化の
結果、想定され得る問題点でもありますので、国によ
る無償化制度の早期対応が望まれます。市が調整する
ということは考えておりません。
ちなみに保育園部の延⻑保育は、１８時以降の30分あ
たり100円で、無償化の対象にはなりません。
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1-4 議題2
 3号認定の「確保
の内容」に対して
「提供量」が減る理
由は何ですか？

ここでいう確保の内容は、⼦ども・⼦育て⽀援事業計
画の策定時における利⽤定員の総和です。計画の策定
時には、内⼭保育園と新居保育園の閉園時期は決定し
ていませんでしたので、その２園分の定員が確保の内
容には計上されていますが、提供量は⼊園者数＝実際
に保育サービスを受けた⼈数ですので、その分の差が
あることになります。

1-5 議題2
 R3以降は「量の
⾒込み」に対し「確
保の内容」が上回る
計画となっている
が、3号認定の「提
供量」が下回る傾向
を反映した値か？

確保の内容とは、計画策定時における利⽤定員の総和
ですので、量の⾒込みや提供量で変動するものではあ
りません。あくまで、計画策定時において、令和３年
度、令和４年度以降に開園する⺠間園があるものとし
た計画に基づく定員の総数です。
また、提供量とは実績に基づく⼊園者数を指すことに
なります。

1-6 （意⾒）議題2
 ⾃⼰評価Cとなっ
ているが、来年度必
ずB以上を達成さ
せるつもりで対応を
お願いしたい。
 各保護者にとって
は幼稚園、保育園に
⼊れるかによって、
仕事をやめないとい
けないといった家庭
環境に⼤きな影響を
与える喫緊の問題で
ある。
 資料2-2に「計
画値との乖離が解消
されていくものと考
える」という記載が
あるが、来年度必ず
達成させるという強
い意志を⽰し、対応
していただきたいと

保育定員を充⾜させるためには、保育園の新築・増改
築等による定員の増、または、弾⼒運⽤による超過受
⼊れが必要になります。新規の施設整備には施設規模
にもよりますが、100⼈程度の保育園でおよそ４〜８
億程度の建設費と、その後のランニングコスト（運営
費）として、１億程度の税⾦が必要となります。湖⻄
市の令和２年度の当初予算額は217億1,000万円でし
たので、１園を新築するのにいかに多額の資⾦とラン
ニングコストがかかるかがご理解いただけると思いま
す。
対して、令和２年４⽉１⽇現在の歳児別⼈⼝を⾒る
と、５歳児464⼈、４歳児453⼈、３歳児424⼈、２
歳児391⼈、１歳児368⼈、０歳児341⼈となってい
ます。これは、湖⻄市の住⺠基本台帳に登録されてい
る⼈⼝であり、転⼊がない限りそれぞれの学年の⼈数
が増えることはありませんので、次年度以降は学年を
追うごとに20〜30⼈程度の児童数が減少していくと
いう傾向あります。新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、本年度の出⽣率は過去最低⽔準となっている
という報道もありますので、来年度はさらに児童数は
減る⾒込みです。
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思います。 ちなみに、令和３年４⽉に開園する岡崎幼稚園では、
令和３年１⽉に実施した⼊園調整の結果、１歳児以外
の歳児では、定員に達しませんでしたので、まだまだ
受け⼊れが可能な状態にあります。

このような保育サービスを受ける児童数が減少する時
代における過剰な保育定員の整備は、公⽴では⾚字財
政の拡⼤、⺠間では経営破綻の原因にもなりうるた
め、状況を注視し、中⻑期的な視点に⽴った計画的な
対応が必要と考えています。
現在は、第２期⼦ども・⼦育て⽀援事業計画に基づき
特定教育・保育の提供体制の整備について計画を定め
ていますが、保育の受け皿の整備は喫緊の課題である
という認識のもと、⼀部前倒しをして、令和３年度に
⺠間保育園２園の新築を予定しています。これによ
り、令和４年度以降は243⼈分の保育定員が創出され
る予定です。

このような事情の中、今回の⾃⼰評価は、平成26年度
に策定された第１期計画を基にした令和元年度の実績
に対する評価として「Ｃ」としました。この評価は、
需要量に対する供給量の評価ではなく、計画値に対す
る提供量の評価をするものですので、令和２年度以降
の評価では「Ｂ」以上を予定しています。
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